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図 4 作成した対流モデル図．(オンラインカラー)
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以上の区間の温度分布と逆転した温度分布となっていると考

えられます．実験結果と考察をまとめて，温度ごとに色を決

めて，対流を色の違いで表したものが図の対流モデル図で

す．私たちは，今回行った実験だけでは作成した対流モデル

図の正しさを裏付けることができないと考えたので，裏付け

るために必要な実験を行っていく予定です．また，発表の際

に教授から「実際に起こっている対流の動きを見るために，

インクなどを用いて可視化するべきだ．」という意見を頂き

ました．この意見を受けて，私たちは可視化することについ

ても前向きに検討しています．まず，使用できる物質を調

べ，どのように実験していくかについて考えていこうと思い

ました．私たちにとって今回の発表は初めてでしたが，大学

生の方や教授など，多くの方々に聞いていただき，様々な意

見を得られ，とても有意義な，良い経験になりました．
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